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●課程博士学位取得者論文要旨
　　地域福祉における情報化問題
一援助関係にみる情報の非対称性と規格化一
2005（平成17｝年度修了
　　西田　恵子
　本論文は、高度情報化社会と呼ばれる社会にお
いて、援助関係に流通する福祉情報が、社会福祉
の領域に流通するに相応しく、ニーズ保有・サー
ビス利用者の生活に有効なものとなっているかと
いう問題意識によって構想した．もし現在流通し
ている福祉情報にニーズを充足しにくい問題があ
るとすれば、それはなぜなのかを明らかにしたい
と考えた．社会福祉が地域を基盤に展開されよう
という今日、福祉情報が抱える問題状況の背景と
構造を明らかにし、その克服の方向を探求した．
第1章研究の課題と方法
第1節　研究課題の設定
　世の中は情報化の時代、情報社会の時代である．
社会福祉の世界でも1980年代後半頃から情報が話
題になってきた．その後、社会福祉の領域では社
会福祉基礎構造改革との関連で「情報」が政策レ
ベルでの話題になった．このことによって社会福
祉の領域における情報の問題は新しい段階を迎え
ることになった．
　社会福祉基礎構造改革は、社会福祉の供給と利
用の関係に市場原理を導入し、従来の行政権力と
専門家権力による措置という利用の方式を利用者
の意志による事業者選択というかたちの利用方式
に変更しようとした、措置から契約へといわれる
改革である．この改革の遂行にあたっては、サー
ビス供給者とサービス利用者との間に存在する非
対称性の解消がはかられなければならない．その
ため、情報開示や権利擁護等の施策が実施される
こととなった．
　非対称性の克服に向けた利用者参加の問題に
は、マネジメントの視点をもつ消費者主義的アプ
ローチとエンパワメントの視点をもつ民主主義的
アプローチの2つの視点がある．社会福祉基礎構
造改革は前者に該当する．新設された制度に一定
の効果を期待することはできるが、ニーズ保有・
サービス利用者を受け身に位置づけている点で、
非対称性が解消するわけではないと考えることが
できる．
　そこで、問題をニーズ保有・サービス利用者、
なかでも障害のある人びとがニーズ充足という援
助関係のなかで直面させられている困難に限定し
て検討を進めた．彼らが援助関係のなかで直面さ
せられている問題は、障害のある人びとの問題を
超えて、社会福祉領域における情報化問題のあり
方を典型的に物語るものであり、かつその解決の
方向にたいするヒントを含んでいるからである．
　こんにち多様な障害をもつニーズ保有・サービ
ス利用者たちが直面させられているさまざまな困
難や課題は、「サービス供給者一ニーズ保有・サ
ービス利用者関係（援助関係）における情報の非
対称性」と「サービス供給者によるニーズ情報の
規格化」というかたちで要約することができる．
第2節　研究の視点と枠組
　「サービス供給者一ニーズ保有・サービス利用
者関係（援助関係）における情報の非対称性」と
「サービス供給者によるニーズ情報の規格化」と
いう問題の因って来るところを解明し、その克服
の方向を探求するために、この論文では、「福祉
情報に対する接近能力の低位性」、「ニーズ保有・
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サービス利用者自身による情報発信の欠落あるい
は希薄性」という2つの視点を設定した。
　そのねらいは、「サービス供給者一ニーズ保
有・サービス利用者関係（援助関係）における情
報の非対称性」と「サービス供給者によるニーズ
情報の規格化」のうみだされる背景と構造を明ら
かにするとともに、「サービス供給者一ニーズ保
有・サービス利用者関係（援助関係）における情
報の非対称性」と「サービス供給者によるニーズ
情報の規格化」に対する克服の方向を探ることに
あった．
　社会福祉領域における情報の認識の仕方は一つ
ではない．福祉三法、六法体制の時期に「福祉情
報」という用語はなかった．日寺代の進展とともに
登場し関心が払われるようになった経過がある．
現在では、古川孝順、岡本民夫、森本佳樹、高橋
紘士など、複数の研究者が「福祉情報」を規定し
ている．各研究者の福祉情報の規定を概観したう
えで、本論は、地域福祉への視座を明確にもつ森
本佳樹の概念規定を用いる．基本的な福祉情報は
相談援助活動で発生するもので、ニーズ情報、サ
ービス・資源情報、処遇情報の3種である．
第2章　福祉情報化の諸側面
　事例を上げつつ、「福祉情報に対する接近能力
の低位性」、「ニーズ保有・サービス利用者自身に
よる情報発信の欠落あるいは希薄性」という視点
を念頭に置きながら、「サービス供給者一ニーズ
保有・サービス利用者関係（援助関係）における
情報の非対称性」と「サービス供給者によるニー
ズ情報の規格化」がうみだされてくる背景と構造
を明らかにした．
第1節　非対称性と規格化
意味はどのように生じているのか、「パーキンソ
ン病を罹患した高齢者と家族」、「筋ジストロフィ
ーにより障害が進行する男児とその家族」、「交通
事故により頚椎損傷を受けた青年」の3事例によ
って検討した．
　地域で生活を営むニーズを抱える者、あるいは
その家族が、いかに福祉情報にアクセスしている
か過程を辿った．ニーズ情報、サービス・資源情
報、処遇情報はどのようにあったか、抱えられた
ニーズはどのように充足されたか、そして、ニー
ズ保有者のアイデンティティはどのように確保さ
れたか、である．そこに見いだされた情報の非対
称性とニーズ情報の規格化について、生じた要因
を探求した．
第2節　市民活動組織と情報化問題
　既存のサービス供給主体とは異なる市民活動組
織の存在に注目し、神奈川県において実施した調
査から市民活動組織の情報化に関わる活動の現況
を把握した．
　市民活動組織は確実に増える傾向にある．生活
問題やニーズに密接に関わる分野が福祉保健医療
を中心に74．7％にのぼる．活動方法は労働力・技
術提供が最も多く85．0％であり、相談・情報提供
は37．5％である．概観すると、運営基盤iの脆弱さ
や地域のなかでのネットワーク形成の低調さなど
から、一律に市民活動組織に福祉情報化の推進を
求めることには限界がある．非対称性とニーズ情
報の規格化への対抗を担う状況にはない．
　ボランティア・グループ、セルフヘルプ・グル
ープ、NPO法人という組織類型の違いによる情報
への関わり方の差異をふまえ、少数であっても生
活支援に関わる活動を行い情報に関心を寄せ具体
的に活動展開をはかっているグループの取り組み
に問題解決の方向を探ることが有効と考えた．
　福祉情報はニーズ保有・サービス利用者のニー
ズ充足に貢献してこそ、あるいは当該地域でニー
ズ保有者や住民の生活支援を図る取り組みを進め
てこそ、意味を生じると考えられる．実際にその
第3章　非対称性・規格化克服の方向
事例を上げつつ、「福祉情報に対する接近能力
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の開発と向上」と「ニーズ保有・サービス利用者
自身による情報発信の開発と向上」が「サービス
供給者一ニーズ保有・サービス利用者関係（援助
関係）における情報の非対称性」と「サービス供
給者によるニーズ情報の規格化」に対抗し、問題
の解明に役立ってきていることを明らかにした．
第1節
災害ボランティアセンターにみる情報の流通
一中越大震災における小千谷市災害ボランティア
センターの実践から一
　平時とは異なる危機時は、要援護者をはじめ住
民はそれぞれに生命と生活を脅かされ、問題とニ
ーズが多種多様なかたちをとって噴出する．そし
て、噴出した問題の解決やニーズの軽減に向けて、
公的責任によらない市民レベルの自主的な支援活
動も展開される．
　2004年に発生した中越大震災という危機時に、既
存のサービス供給組織とは異なる、市民レベルで自
主的に設置された災害ボランティアセンターにおい
て行われたボランティアコーディネートとセンター
の運営の状況を辿り、ニーズ情報、サービス・資源
情報、処遇情報はどのように受信と発信がなされた
のかを検討した．緊迫した状況の中でくだされる判
断や対応に、ニーズがどのように充足されたか、あ
るいはされなかったかを把握した．危機時の情報の
受信と発信に、ニーズをとらえる際の留意点や、情
報発信・受信のあり方を探った．
第2節
ボランティア・グループにみる情報の発信と支援
一サークル鶴の恩返し、川崎PSVの実践から一
目した．
　コンピュータなどの情報機器の活用によるニーズ
充足は、まず機器を活用できなければ充足の手段を
確保できないということになる．また、その手段は
障害の状況により個別性が高い．画一的な対応では
目的が果たせない．個別性を配慮し、支援の内容を
定型化しないことによって、一人ひとりの困難を受
け止めることができ、サービス・資源の効果を高め
ることができる取り組み方を探った．
第3節
セルフヘルプグループにみる情報の創出と発信
一「ともいくクラブ」の実践から一
　生命・生活に問題を抱える当事者（本人と家族）
自身により組織されるセルフヘルプグループに焦
点をあて、その活動に流通する情報の様相をみた．
グループ・メンバー一人ひとりが生命・生活を守
ろうと、問題の解決や軽減、ニーズ充足に向けて
発信・受信してきた情報、あるいはグループとい
う組織において取り扱ってきた情報について、そ
こに期待されたことと、その効果を検討した．
　とりあげる「ともいくクラブ」は横浜市港南区
で障害児をもつ母親によって発足されたグループ
である．障害児とその家族を取り巻く生活のしづ
らさについて、悩みや情報の交換を中心に支えあ
うことから始まった活動は、徐々に住民の生活環
境をとらえるまちづくりの視点を備えるようにな
り、活動内容を拡充してきたとともに、活動範囲
も横浜市域、あるいは神奈川県域へと広がった．
グループにおいてメンバーの個別のニーズ及びそ
の情報がどのように受け止められ、生活設計を可
能とするよう、サービス供給組織、地域社会に向
けて情報を発信していったか、その過程を辿った．
　身体障害によりコミュニケーション技能にハン
ディキャップを持つ者たちが、自身の意思や言葉
を伝え、ほしい情報を集める手段として、あるい
は外出困難や社会参加の機会の少なさを抱える者
たちが外部と接触する手段として、コンピュータ
を使う技能を身につけることを支援する活動に注
第4節
障害者自立生活センターにみる情報の創出と発信
一神奈川県障害者自立生活支援センターの実践から一
障害をもつために生命と生活に不安と困難を抱
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える者たちが、自らの意思によって生活を設計か
つ営むに向けて、当事者経験を生かし支援する障
害者自立生活センターが福祉情報をどのように扱
うかをみた．
　多くの脳性麻痺者たちは、既存制度の不備、社
会サービスの絶対的不足、社会の無理解に不利益
を被りながら、生存権と生活権をいかに生かすか
という問題に向き合ってきた．その重ねられてき
た不利益の歴史をとらえながら、サービス供給側
からはもたらされない問題の解決、ニーズの充足
に取り組む諸活動は、サービス供給側への情報発
信はもちろんのこと、ニーズ保有・サービス利用
側である障害者自身への情報発信、あるいは地域
社会への情報発信が多くなされている．その情報
発信の内容に、ニーズ保有者・当事者が福祉情報
にどのような機能を求めているのか、情報が流通
する環境の要件とはどのようなものかを探った．
第4章　福祉情報とニーズ充足の応答
　第1章、第2章、第3章における議論を前提に、
「サービス供給者一ニーズ保有・サービス利用者
関係（援助関係）における情報の非対称性」と
「サービス供給者によるニーズ情報の規格化」が
うまれる背景と構造をより広い状況のなかで考察
を行った．その背景が、「福祉情報に対する接近
能力の低位性」、「ニーズ保有・サービス利用者自
身による情報発信の欠落あるいは希薄性」にある
こと、そしてその克服の方向が「福祉情報に対す
る接近能力の開発と向上」と「ニーズ保有・サー
ビス利用者自身による情報発信の開発と向上」に
期待できるということを確認した．
第1節　ニーズ充足と情報の非対称性
くいという現状がある，接する機会・手段、接す
る事柄の詳細さ、接した際の双方向の応答など、
接近性の内容によって、ニーズ充足に向けた情報
の効用は変わるのである．
　福祉情報の非対称性が存在することで、ニーズ
の充足は滞るばかりか、非対称性によって操作さ
れる「隠された情報」、「隠された行動」、「逆選択」
によって、ニーズ保有・サービス利用者に新たな
問題・ニーズを強いるという事実をあらためて認
識した．
第2節　ニーズ情報の規格化による個別性の否定
　福祉情報の非対称性はサービス供給側からもた
らされることが大半である．ニーズ充足を求めて
ニーズ保有・サービス利用者とサービス供給主体
の間に結ばれたはずの援助関係は、本来の目的に
そぐわない状況に陥る．
　現在の福祉情報の流通におけるマイナスの働きは
A）ニーズ情報の受信の拒否と改変
B）ニーズ充足に必要なサービス・資源情報の提
供の拒否
C）サービス供給側とサービス利用側の二者によ
る供給過程という認識の欠如
という3点に集約でき、この3点は相互作用があ
る．そして、これらはいずれもサービス供給者の
ニーズ保有・サービス利用者との対話の拒否、コ
ミュニケーション行為の不成立によるものであ
る．非対称性と不完全情報を認める環境は、サー
ビス供給主体の用いる規格から外れるものを排除
することとなる．それは社会福祉の視座のひとつ
である生活世界の認識の欠如であり、複数性を認
めない認識様式である．社会的連帯の視点による
見直しが求められる．
　福祉情報は接してこそ意味が出る．しかし、ニ
ーズ保有・サービス利用者が情報の接近性を確保
し、ニーズ情報、サービス・資源情報、処遇情報
に関わりをもっても、それが容易に、問題の解決
やニーズの充足という結果を導くことにはなりに
第3節
ニーズ保有・サービス利用者のエンパワメント
　情報の対称性は、発信側と受信側の双方で成り
立つものである．サービス供給主体だけでなく、
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ニーズ保有・サービス利用者に、情報の接近性を
生かすことができなければ、意味は生じにくい．
　ニーズ保有・サービス利用者が情報への接近性
を自ら創出してきていることは第3章のとおりで
ある．また、流通する福祉情報を取り巻く環境、
基盤として、市民活動組織が増加しており、そこ
において情報への関わりが相当にあることも把握
されている．
　福祉情報への接近性を高くもつことにより非対
称性は相対的に減少する可能性はたかまる．
　このことを意識化し、ニーズ保有・サービス利
用者はサービス供給者に働きかけていくことが求
められる．その働きかけがエンパワメントとなり、
サービス供給側の福祉情報への関わりを変えるだ
けでなく、ニーズ保有・サービス利用側自身も変
わっていくのである．
第5章　福祉情報化の展望
　「サービス供給者一ニーズ保有・サービス利用
者関係（援助関係）における情報の非対称性」と
「サービス供給者によるニーズ情報の規格化」の
克服は、サービス供給側の問題だけでなく、ニー
ズ保有・サービス利用者自身の自己変革が求めら
れる．このことは、ニーズ保有・サービス利用者
がニーズの充足を求める受益者としての立場を克
服し、社会変革の主体になることに繋がる．
定の成果をあげているとみなされている福祉サー
ビス供給体制の転換とともに実現可能となる．し
かし容易に図られるものではない．それぞれのア
プローチは運動的性格もつ．
ニーズ本位による福祉情報の流通過程の再構築と
いう福祉情報化を構想し、この転換と過程の構築、
維持を「地域福祉情報化」という概念で規定する．
第2節　地域福祉情報化推進の実践課題
　地域福祉情報化の概念をもって実践を進めてい
く際の課題として次の4つを抽出した．
①福祉情報の非対称性により生じる不利益の存在
についての認識の普及
②ニーズ本位、ニーズ保有・サービス利用者の要
望優先によるサービス設計の普及
③福祉情報とされる事柄の範囲の拡大
④自由な論議の機会の確保
　ニーズ保有・サービス利用者を軸とした地域福
祉の具現化は、福祉情報化を進めることによって、
より高度化が図られる．
　地域福祉情報化を推進する特定の機関・団体は
存在しない．地域に散在する生命・生活・アイデ
ンティティが脅かされる事態を、地域に存在する
者たちが覚知し、それぞれの情報力をもって複数
のネットワークのなかで行動し、構築していくも
のだからである．
第1節　地域福祉情報化概念の構築
　福祉情報の非対称性は、福祉サービスが本来目
的としているニーズ充足と正反対の作用をもたら
す危険をはらむものである．現在の福祉情報の流
通形態を転換していくには、情報の接近性を確保
すること、情報の非対称性を軽減すること、ニー
ズの規格化をゆるさないこと、が必要である．そ
れらに向けて必要なアプローチは二つの方向から
なされると考えた．一つはサービス供給側に対し
てであり、もう一つはニーズ保有・サービス利用
側に対して行われるものである．
　すでに流通している福祉情報の質的転換は、一
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